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研究成果の概要：

有理形写像の除外値の値分布理論とその応用に関する基本的な問題について、いくつかの
点または点の組の逆像の一致による有理形関数の一意性定理、有理形関数の特異方向の存
在、角領域へ制限した条件からの一意性（集合）定理、ある微分方程式の解の性質および
その特異方向や一意性定理、有理形写像の欠除関係式などに関する、以下の本文４で述.
べるような研究成果を得た。
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１．研究開始当初の背景

高次元での値分布理論で一般論は、ある程
度分かっているが具体的な例はあまり知ら
れていないように思う。 研究代表者は、
複素空間から複素射影空間への除外値を持
たない有理形写像の定性的研究や、任意に
与えられた因子(超曲面)と[ ] 区間の0, 1
値に対し それを因子の欠除指数値にもつ,

有理形写像の構成の問題を継続的に研究し
。 ，てきてかなり進展してきた 前者について

有理形写像の除外値の消去の問題について
種々の結果を得てきた。ここでは、除外値
を持たない写像の定量的研究を継続した
い。後者について、 他はGriffiths's school
支配的な有理形写像に対して欠除関係式を
得た．そこで彼らは，定義域より像領域の



方が次元が高い場合，特に正則曲線の場合
についても、ある非退化条件をつければ超
曲面に対する同様の欠除関係式が成り立つ
のではないかという予想を出している．こ
の問題はすでに 年以上経つが，30

の欠除関係式や のEremenko-Sodin M. Ru
欠除関係式の他はそれほど多くの進展はな
い．これに関連して、研究代表者は分担者
の相原との共同研究で与えられた欠除指数
を持つ位数０の有理形写像の具体的な例を
作ることから始め，ある程度たくさんの例
を組織的に作ることに成功した．同様のこ
とを位数の高い有理形写像でも構成できる
か、また、取りうる欠除指数の範囲の改良
はできるかなどが問題となる。これらの研
究により、上の予想問題にも貢献できると
考えている。一方、相原の研究によれば除
外値をもつ有理形写像に対しては、一意性
定理が成立ち易いことが分かっている．そ
こで、除外値の性質を利用し、一意性定理
への応用も考えられる。

２．研究の目的
この研究では、複素空間から複素射影空間
への有理形写像について、次の３つのこと
を研究目的とした．
( )有理形写像全体の空間において，除外1
値をもつ写像は特別な場合を除き相対的に
少ないのではないかと思われる．この希少
性を何らかの方法で明らかにしたい．
( )ネヴァンリンナの欠除指数δ( )に2 f, D
ついて、任意に与えられた超曲面 およD
び，[ ]内に与えられた実数αに対しそ0, 1
の欠除指数がδ( ) αとなる多様な代f, D =
数的に非退化な有理形写像 の構成を行いf
たい．特に今回は，位数正のものを構成し
たい．
( )有理形写像の値分布理論を写像の一意3
性定理や微分方程式の解の増大等の研究に
応用したい．

３．研究の方法
( )主要設備としては、最新の情報を入手1
するために複素解析および複素多様体関係
の図書，講義録，論文集などを購入する。
( )数学の研究計画遂行にあたっては，情2
報交換・討論など研究交流が重要であり，
他大学の研究者（関東地区、中部・近畿地
区，北陸地区等）との研究連絡を行い，東

京、京都や金沢などでの研究集会に出席す
る。また、他大学から山形大学に招きセミ
ナーを行う，さらに、得られた顕著な研究
成果を国内の学会等や国際会議で発表す
る．
①研究代表者の森は，当該研究課題である
有理形写像の値分布理論のうち，特に、除
外値の研究について中心になって研究を進
める．さらに，適宜分担者との研究経過の
討論 並びに連絡・調整まとめを行う．
②各分担者は，各地の研究者と活発な討論
・情報交換を行いながら分担課題の研究を
進める．
□高次元の値分布理論は，主にその専門家
である研究代表者と分担者の相原が行う．
□一次元の値分布理論の(角領域の場合を
含む)一意性定理や微分方程式等応用は，
主にその専門家である研究代表者や分担者
の石崎，藤解と海外共同研究者の林偉川が

． 、担当する 林氏とは主に電子メールで討論
情報交換を行うが，場合によっては日本ま
たは中国で直接合って研究打ち合わせを行
う。
□分担者の河村，佐藤，水原には，有理形
写像全体の集合の性質について，関数空間
の性質，関数空間上の測度の研究の立場か
ら良い測度・距離の構成に関し課題研究に
協力してもらう．

４．研究の成果
( )論文②では、いくつかの点（あるいは1
点の組）の逆像の一致による有理形関数の
一意性定理において、ネヴァンリンナの４
点定理の重複度に関する条件を弱めた。さ
らに、点の逆像の代わりに点の組の逆像の

。 、一致による定理も与えた 条件によっては
２つの有理形関数が一致はしないが互いに
メビウス変換の関係にあることが出る。
( )複素平面のある方向の任意に(小さい)2
近傍でピカールの定理が成り立つとき、そ
の方向をジュリア方向という。これは、一
つの特異方向である。論文①、⑧、⑨では
同様に、特異方向に関して、任意の有理形
関数とその導関数が高々 つの値のみ共有2
するような方向の存在を示した 「超位数。
有限な有理形関数 は、 と が高々２つf f f '
の複素数値しか共有( )できないようshare
な角領域（の方向）が存在する」という結
果を得た。いくつかの点の集合の逆像の一
致により一意性定理が成り立つとき、この
集合を一意性集合という。論文①、⑧、⑨



では、これまでの全複素平面での条件の代
わりに角領域に制限したところでの条件か

。 、ら一意性定理を導く集合を得た ちなみに
角領域でのネヴァンリンナ理論も 年1925
のネヴァンリンナの論文に始まるが、全平
面のときと違いいろいろ問題点がある。
一つは、 ( ) に相当する ( )m r, f'/f A r, f'/f
等々が ( ) ( ( ))であり、A r, f'/f =O log r T r, f
( ) ( ( ))ではない。ここA r, f'/f =O log r S r, f
に ( )は、 ( )に相当する量で角領S r, f T r, f
域における特性関数と呼ばれる。また、
( )に相当する量の ( )が 点が角N r, a C r, a a
領域で無限個あっても →∞のとき発散r
することが言えない。等々いろいろ問題点
がある。そのほか、分担者の相原は、( )1
複素射影空間上に動標的超平面を因子とし
て与えた場合に藤本の一意性定理・有限性
定理を拡張した。( ) 次元複素ユーク2 m
リッド空間上の有限葉解析的分岐被覆空間
とその上で定義された有理型写像ｆの組X
（ ）の族に対し有限性・一意性定理をX, f
与えた。このうち( )については 等1 M. Ru
が同様な結果を得ている。ただし上記( )1
の結果はより一般化されている また ( )。 、 3
ネヴァンリンナの欠除指数を射影的代数多
様体上の線形系の関数として研究し、落合
や （未発表）の論文のアイデアにNochka
基づいたもので、解析的連接層に関する値
分布の概念を用いて が指摘していH. Wu
た落合の欠除関係式における の意味e_0
を与えた （論文③および改良版を投稿準。
備中 。分担者の藤解は論文⑤で、林との）
共同研究でネヴァンリンナの５点定理は、
一方の関数が 方程式の解ならば４Painleve
点で良いことを示した。分担者の石崎は論
文④で、微分方程式の超越有理形関数解に
関する の定理の改良を行った。Malmquist
また、論文⑩、⑪で 方程式の任Schl¥"oder
意の超越有理形関数解は任意の方向を
Borel Borel Julia方向として持つ など 方向、 、
方向の研究をした。分担者の佐藤と水原は
ローレンツ空間におけるハンケル変換、一
般化 空間上の特異積分作用素とそMorrey
の交換子の研究，および重み付き 作Hardy
用素に関連する重み関数の研究を行いそれ
ぞれ（論文⑮、⑫）の結果を得た。河村は
バナッハ格子上の有界線形作用素の まAl-
たは 空間におけるカオス的写像等のAM-
研究をし（論文⑦、⑬、⑭）などの結果を
得た。
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